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座

談

会 

                            
 

 
 

 
 

通
常
総
代
会
＆
交
流
会 

さ
る
6
月
23
日
(日)
、
丸
亀
町
レ
ッ

ツ
ホ
ー
ル
に
て
「
第
26
回
通
常
総
代

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
こ
と
は
前
号
で
報
告
し
た
通

り
で
す
が
、
今
回
の
総
代
会
に
は
平
井

卓
也
衆
院
議
員
を
は
じ
め
、
古
川
恭

造
高
松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
常

務
理
事
、
池
田
豊
人
香
川
県
知
事
も

多
用
の
な
か
出
席
さ
れ
、
心
温
ま
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
、
未
来
に
向
け
た
力
強
い

エ
ー
ル
を
祝
辞
と
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
総
代
会
終
了
後
に
は
、シ
ー
ド

ラ
ゴ
ン
に
会
場
を
移
し
、
交
流
会
を
開

催
。
総
代
会
に
は
出
席
が
叶
わ
な
か
っ

た
古
川
康
造
高
松
丸
亀
町
商
店
街
振

興
組
合
理
事
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、乾
杯
の
挨
拶
に
高
齢
協
に
対
す
る

期
待
を
込
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
代
会
の
雰
囲
気
と
は
一
変
し
て
、

和
気
藹
々
で
交
流
を
深
め
、
結
束
し
、

団
結
し
て
組
織
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
一
致
。
こ
の
日
は
青
梅
会
長
の

88
歳(

米
寿)

の
誕
生
日
と
も
重
な
り
、

元
気
な
高
齢
者
の
最
た
る
象
徴
と
し

て
、皆
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。 

 

 

  ２０２４年 9月 1日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 池田章子 

ホームページ 

    今月のお知らせ   

●福祉事業部 

●PickUpひだまり人 

●ひだまりの Wa!!(新企画) 

●さぬき満月まつり 

●健康のページ 

●エッセイ（第 14回） 

●9・10月の予定 

            

   香川県高齢者生活協同組合 ２０２４年 第２２９号 （９・１０月号）  

                                                                                                                    

                

 

http://www.kagawa-koureikyou.org  ＦＡＸ 087-899-6312  

〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 



2 

 

ひ
だ
ま
り
川
島 

7
月
16
日
(火)
、
赤
し
そ
を
た
く
さ

ん
頂
い
た
の
で
、
懐
か
し
の
赤
し
そ
ジ

ュ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。 

      

手
袋
を
は
い
て
新
聞
紙
を
広
げ
て

準
備
万
端
！
。
葉
だ
け
に
す
る
の
に
ハ

サ
ミ
を
使
う
方
、
手
で
ち
ぎ
る
方
と

様
々
で
し
た
が
、
皆
さ
ま
集
中
し
て
作

業
さ
れ
、
終
わ
る
と
達
成
感
か
ら
「
ふ

う
～
」
と
、
た
め
息
を
つ
か
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

  

 

よ
く
洗
っ
て
、
煮
詰
め
て
氷
砂
糖
を

入
れ
て
、
酢
を
入
れ
て…

。
完
成
し
た

赤
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
を
見
て
「
き
れ
い
な

色
～
！
」
と
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
グ
ビ
グ
ビ
飲
ん
で
、
す
ぐ
空

っ
ぽ
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
お
手
伝
い

し
た
職
員
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
『
昔
な
が
ら
』
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

牟
礼
ひ
だ
ま
り 

牟
礼
ひ
だ
ま
り
で
は

7
月
8
日

(月)
、
お
楽
し
み
会
（
七
夕
祭
り
）
を
開

催
し
ま
し
た
。 

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
紐
を
結
び
、
折
り
紙

を
切
り
貼
り
し
て
一
週
間
か
け
て
笹

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
願
い
事
は
筆
ペ

ン
で
書
き
、
自
分
の
笹
と
み
ん
な
の
笹

に
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。 

     

大
き
な
笹
に
は
し
っ
か
り
手
を
上

に
伸
ば
し
、
自
分
の
背
丈
よ
り
高
い
所

に
飾
り
付
け
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
仕

上
が
っ
た
笹
を
見
上
げ
て
、「
綺
麗
な

の
う
」「
み
ん
な
で
吊
っ
た
け
ん
の
う
」

「
家
で
は
で
け
ん
」
な
ど
、
会
話
が
弾

み
笑
顔
で
記
念
写
真
を
写
し
ま
し
た
。 

 

昼
食
は
五
色
そ
う
め
ん
を
つ
け
麺

で
食
べ
「
久
し
ぶ
り
に
こ
な
い
し
て
食

べ
た
わ
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
レ
ク
で
は
数
字
ご
と
の
星
合
わ
せ

ゲ
ー
ム
で
競
い
合
い
、
応
援
合
戦
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 
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香
川
ひ
だ
ま
り 

8
月
の
夏
祭
り
に
向
け
て
、
利
用

者
様
と
う
ち
わ
の
製
作
を
行
い
ま
し

た
。
月
二
回
来
て
下
さ
っ
て
い
る
銭
太

鼓
の
山
地
先
生
が
う
ち
わ
製
作
用
の

物
品
を
寄
付
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

う
ち
わ
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
模
様
を

つ
け
、
裏
面
は
シ
ー
ル
に
な
っ
て
お
り
、

貼
り
付
け
る
だ
け
で
と
て
も
素
敵
な

う
ち
わ
に
な
り
ま
し
た
。 

         

 

表
面
は
、
絵
具
で
下
地
を
塗
り
、
絵

具
を
つ
け
た
ビ
ー
玉
を
使
っ
て
模
様

を
つ
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
上
手
に
ビ

ー
玉
を
転
が
し
て
模
様
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。 

裏
面
は
、
お
花
紙
を
朝
顔
の
形
に
切

り
、
水
で
溶
い
た
の
り
を
使
用
し
て
貼

り
付
け
ま
し
た
。 

お
花
紙
の
淡
い
色
合
い
が
涼
し
げ

な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。 

一
枚
一
枚
が
世
界
に
一
つ
だ
け
の

う
ち
わ
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
香
川
ひ
だ

ま
り
に
て
た
く
さ
ん
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

        

 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
が
10
周
年
記

念
大
会
を
開
催
、
29
名
が
参
加 

 

第
1
回
大
会
は
、
わ
ず
か
参
加
者

10
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

現
在
は
、
屋
島
マ
ル
ナ
カ
パ
ワ
ー
シ

テ
ィ
内
の
M

G
ボ
ウ
ル
で
毎
月
第

2
火
曜
日
の
午
後
1
時
30
分
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。 

途
中
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
何
度
か
中

止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

10
周
年
記
念
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
で
は
、
会
員
数
も
36
名
ま
で

増
え
ま
し
た
。 

8
月
6
日
は
10
周
年
を
記
念
し

て
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

29
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

池
田
章
子
理
事
長
も
駆
け
つ
け
て

下
さ
り
、
参
加
者
全
員
分
の
ド
リ
ン
ク

の
差
し
入
れ
ま
で
頂
戴
し
ま
し
た
。 

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
有
酸
素
運
動
に
な
り
、
生
活
習
慣

病
、
認
知
症
、
う
つ
、
骨
折
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
仲
間
と
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る

こ
と
に
よ
り
「
生
き
が
い
」
が
生
ま
れ
、

外
出
の
機
会
が
増
え
ス
ト
レ
ス
の
緩

和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
高
齢
協
の
組

合
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ご
一
報
下
さ
い
。 

K

K

B
同
好
会
世
話
役 

寺
田
順

一 

〇
九
〇-

七
一
四
九-

八
五
二
〇 
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歌声「さつき」の更なる発展と、西讃地域センターの新同好会発足にも使命感 

高齢協歴は長く、かつては西讃地域センターの立ち上げメンバーとして奔走。当然ながら

2018年 9 月の歌声「さつき」の誕生にも構想段階から関わっており、宮崎孝夫理事(前代表)

とのタッグでまさに徒手空拳、生みの苦しみを共有した同志として絆は強い。 

「練習場も 10 人以上でないと貸してくれない」と、当初はその 10 人を集めるのにも一

苦労。紙面告知や友人、趣味のフラダンスの仲間などにも地道に声をかけ、唄で“青春のひ

とこま”を楽しむ仲間は次第に拡大。施設の事情で活動拠点を丸亀から宇多津町保健センタ

ーに移したものの、逆に新規加入も増えて会員規模は 200 名超え、月 2 回の練習にもコン

スタントに 35人以上が参加するなど、生きがい事業部同好会の理想形を地で行くカタチだ。 

「立ち上げの苦労も、人と人のつながりも私の大切な財産」と目を細め、「当初から活動

にご協力いただいている、ピアノの由佐洋子先生との出会いも大きかった」と述懐。青春時

代の歌謡曲から童謡・唱歌までジャンルを絞らず、当日の参加メンバーの希望を優先して選

曲するスタイルも支持され、70 代～80 代を中心に、最高齢の 92歳まで元気に活動。「唄う

ことはもちろん、人と関わることでみんなイキイキとしています」と、顔をほころばせる。 

「『さつき』のメンバーをさらに増強して、その中から唄以外の同じ趣味を持つ人を束ね

て新しい同好会を誕生させ、西讃地区の高齢者に楽しみ、生きがいの輪を広げていくのが理

想」と、新理事としての自覚にも溢れており、まさに頼もしい限り。 

「いろいろなことを、好きなようにやらせてくれる家族や周りの人に感謝」と、周囲の理

解や協力をパワーに変えて、香川高齢協の西讃地区の盛り上がり創出には期待しかない。 

理事(新任) 

生きがい事業部/歌声「さつき」代表 

奥山 ひろみさん 
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月 日   日曜日

月 日   日曜日

時　 間　　 　　P . M 1 3 : 0 0 ～ P . M 1 7 ： 0 0

会  場 　 ダ　ン　ス　　十　八　番
参加料    １,０００円   ソフトドリンクサ－ビス

     

　

  
 

　　　　　　　 Ｔ　Ｅ　Ｌ　0877－73－2392　(日　野)

   時　間　P.M 18:00～P.M 22:00

会 場 香川県仲多度郡琴平町上櫛梨３４５番地

    T E L  0 8 7 7 - 7 3 - 2 3 9 2  (日 野)

定休日   火曜日
※団体・貸切イベント・時間外・その他ご相談下さい。

社交ダンススタジオ

ダンス 十八番

参加料 　１，０００円　ソフトドリンクサ－ビス

夜の部 毎週
 月曜日・水曜日・木曜日・土曜日

     素晴らしい仲間たちと　わきあいあい !
  「 健康で笑顔の充実した生活 」

　・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・　 通　 常 　レ 　ッ 　ス　 ン 　・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

初 心 者 歓 迎 是非体験してみませんか。親切丁寧に指導します

ご希望の方は　0877-73-2392　日野まで

 月 ・ 水 ・ 木 ・ 土 ・ 日曜日
   時　間  P.M 14:00～P.M 17:00

  金曜日　 古川先生のレッスン日

  月曜日　 菜月先生のレッスン日

昼の部 毎週

社交ダンスに魅せられた老若男女が華麗なステップ 

お 知 ら せ
ダンスパ－ティ－のご案内

開 催 日
９  ８

１ ３１ ０
　　　　★　毎月第２日曜日開催
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のWa !!
 

日本 100 名城を制覇した 三好 良一さん(香川県高齢者支援協会) 

『日本 100 名城』を制覇したいと思ったきっかけは、《青春 18 きっぷ》の最後の一日分が残っていたこ

と。これを消化しようと 2018年 4月 4日、早朝に JRの列車に乗り、岡山・津山城に行きました。これが第

一号です。当時から城ブームは巻き起こっており、また旅行も好きだったので、自らのライフワークとし

て始めました。 

そこから、6 年が過ぎました。100 城目は北海道の松前城で、今年 5 月 31 日に登城しま 

した。北海道も飛行機に乗れば近いものです。いま思い返せば、6 年は早かった。100城の 

中には山城も多くあり、汗をかきながら登りました。幸運にも、熊は出没しませんでしたが、 

野鹿やイノシシと遭遇することはありました。 

振り返ってみると、沖縄の首里城、熊本の熊本城は残念ながら再建途中でした。大分県 

の岡城は高い石垣で見ごたえ十分、中国地方だと、備中松山城の巨大な石積み、静岡の 

山中城のユニークな堀跡等、キリがありません。これで『日本 100 名城』は達成しましたが、 

まだ『続・日本 100 名城』が残っています。実はこれもあと 3 城を残すのみで、今年中には 

是が非でも登城したいと思っています。 

所属している高齢協(支援協会)で警備のアルバイトを始めたのは 2017 年 5 月。レクザムホール入口

での雑踏警備でした。その仕事が今も続いており、7 年が過ぎました。人間、健康なうちは働かないとい

けないと思う。動かないといけないと思う。家でテレビばかり見ていたら、呆けてしまう。身体を使う仕

事、頭を使う仕事、なんでも良い。歳をとれば、いずれ身体は動かなくなるんだから。 

何年か前から、ガードマンのアルバイトがない時は、夕方から一万歩のウオーキングを続けている。夕

方、川の流れに目をやりつつ、汗をかきながら歩く。73 歳になったいま、高血圧、糖尿病の持病はあるも

のの、苦痛はない。今となっては、丈夫な身体に産み育ててくれた親には感謝しかない。 

『続・日本 100 名城』巡りを達成すれば、次なるライフワークは何をするか。日本全国の神社巡り、お寺

巡り、離島巡り、四国 88 か所霊場巡りと、行くところはいくらでもある。これからも思う存分、70 代の青

春を謳歌したいと思っています。働いて、遊んで、旅行に行って、“青春ばんざ～い”。(本人記) 

 

 

 

 

警備していただける人（未経験者大歓迎）を募集  

急 募 
未経験者でも大丈夫です 丁寧にご指導いたします。 

皆さん！ すぐに、活躍できますよ 初任者研修後 

制服貸与 勤務地、勤務日は、相談可 兼業もOK！ 

いつでも、お気軽にご連絡ください。 
 

警備事業責任者 川西 080-2851-4338 又は、本部 087-899-6311 まで 

＊組合員の皆さまも、ぜひともお近くのお知り合いの方をご紹介下さい 
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◎草刈り、植木の剪定、剪定のお手伝い、引越し手伝い、廃材処理

◎登録して頂くと、あなたの時間、

　　できることを誰かのためのサポート側として活躍してみませんか。

◎年金プラスαの収入を得る働き方をめざします。

◎仕事の依頼もご相談下さい。 仕事おこし事業部

☎080-2990-4586（森岡）

仲間を募集しています。

 

生
き
が
い
事
業
部
の
さ
ぬ
き
満
月

会
と
エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
が
、
7
月

２７
日
(土)
に
開
催
さ
れ
た
「
第
20
回
さ

ぬ
き
満
月
ま
つ
り
」
に
出
演
し
、
ひ
と

き
わ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

同
ま
つ
り
は
、
か
ね
て
よ
り
高
齢

協
、
支
援
協
会
が
設
営
や
販
売
応
援
な

ど
で
協
力
。
こ
の
日
も
テ
ン
ト
張
り
や

椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
、
焼
き
そ
ば

等
の
販
売
応
援
の
ほ
か
、
受
付
で
の
来

場
者
対
応
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

舞
台
で
は
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、

踊
り
や
太
鼓
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
さ
ぬ
き
満
月
会
は
「
さ
ぬ
き
満
月

お
ど
り
」、
エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
は
「
白

波
五
人
男
」
を
披
露
し
ま
し
た
。 

な
お
、
さ
ぬ
き
満
月
会
の
青
梅
ス
ミ

江
会
長(

高
齢
協
会
長)

が
20
回
の
節

目
で
第
一
線
を
退
き
、
西
岡
光
さ
ん
に

バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
も
表
明
。
客
席
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 
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『
終
活
』
に
関
す
る
意
識
調
査 

「
終
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
立
ち
上
げ

に
伴
い
、
組
合
員
に
実
施
し
た
意
識
調

査
に
つ
い
て
、
6
月
24
日
現
在
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し
ま
す
。 

回
答
数
は
101
人(

男
性
49
人
、
女

性
52
人)

、
年
代
は
70
代
が
最
多
の

52
人
、
次
に
60
代
の
21
人
、
80
代
の

17
人
、
50
代
5
人
、
そ
の
他
と
続
く
。 

終
活
に
つ
い
て
、
84
人
が
「
関
心
あ

る
」
と
答
え
た
の
に
対
し
、
「
す
で
に

終
活
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
の
問

い
に
は
68
人
が
「
な
い
」
と
回
答
。
こ

れ
ま
で
終
活
を
家
族
と
話
し
合
っ
た

経
験
に
つ
い
て
は
、「
あ
る
」「
な
い
」

が
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
。 

さ
ら
に
終
活
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
人
に
活
動
内
容(

複
数
回
答
可)

を

問
う
た
と
こ
ろ
、
「
家
具
や
荷
物(

衣

類)

の
整
理
・
処
分
」
が
最
多
で
、「
金

融
口
座
等
の
財
務
整
理
」、「
墓
や
葬
式

の
準
備
」
が
上
位
に
ラ
ン
ク
。 

ま
た
終
活
経
験
が
な
い
人
に
対
す

る
、
必
要
だ
と
思
う
終
活
の
質
問
に
は
、

経
験
者
同
様
に
「
家
具
や
荷
物(

衣
類)

の
整
理
・
処
分
」「
金
融
口
座
等
の
財

務
整
理
」「
墓
や
葬
式
の
準
備
」
に
加

え
、
比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
「
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
記
入
」
と
い
う
回

答
も
目
立
っ
た
。 

一
方
で
「
手
伝
っ
て
ほ
し
い
終
活
」

と
い
う
質
問
に
は
、「
家
具
や
荷
物(

衣

類)

の
整
理
・
処
分
」
が
群
を
抜
い
て

お
り
、
選
択
項
目
以
外
の
そ
の
他
の
回

答
で
は
「
本
人
で
な
く
親
の
終
活
の
サ

ポ
ー
ト
」「
墓(

仏
壇)

じ
ま
い
」「
相
続

の
相
談
」
な
ど
の
記
入
が
あ
っ
た
。 

香
川
県
高
齢
者
支
援
協
会
で
は
、
右

頁
の
「
高
齢
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
隊
」
を

立
ち
上
げ
、
老
後
の
不
安
解
消
を
手
伝

う
「
終
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
の
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
気
軽
に
ご
相
談
を
。 

問
合
せ
〇
八
七-

八
一
六-
七
一
八
五 

 

理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

 

２
０
２
４
年 

第
2
回
理
事
会 

 

7
月
16
日
(火)
開
催 

 

本
部
会
議
室 

17
名
出
席 

《
審
議
事
項
》 

●
6
月
23
日
総
代
会
に
お
い
て
社 

会
福
祉
法
人
の
設
立
が
承
認
さ
れ
た 

 

社
会
福
祉
法
人
設
立
準
備
委
員
会
よ

り
現
況
報
告
が
あ
り
協
議
さ
れ
た 

 

名
称
は
「
社
会
福
祉
法
人
ひ
だ
ま
り
福

祉
会
」
と
し
、
最
終
的
な
評
議
員 

等
の
役
員
候
補
者
が
決
定
し
た 

 

●
第
26
回
通
常
総
代
会
＆
第
10
回

定
時
社
員
総
会
の
評
価
反
省
を
実
施 

発
表
時
間
配
分
、
交
流
会
会
場
の
再
考

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た 

 

《
報
告
事
項
》 

●
5
月
度
（
単
月
・
累
計
）
収
益
状 

況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た 

 

●
生
き
が
い
事
業
部
よ
り
部
長
総
括 

の
活
動
報
告
が
さ
れ
た 

 

歌
声
「
さ
つ
き
」
11
月
17
日
(日)
、 

最
後
の
「
丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ 

ー
祭
」
に
参
加 

さ
ぬ
き
満
月
会 

7
月
27
日
(土)
「
さ

ぬ
き
満
月
ま
つ
り
」
を
開
催
。
エ
ル
ダ

ー
キ
ャ
ッ
ツ
も
参
加
す
る 

 
 グ

ル
メ
と
散
策
を
楽
し
む
会 

9
月 

7
日
(土)
～
8
日
(日) 

四
国
カ
ル 

ス
ト
に
（
一
泊
） 

星
を
見
る
会
を
行
う
。
参
加
費
三
万
円
。 

12
月
は
淡
路
島
の
予
定
。
他 

 

●
南
部
地
区
地
域
活
動
委
員
会 

今 

年
の
川
東
の
夏
祭
り
は
中
止
と
な
る 

 

●
ひ
だ
ま
り
俱
楽
部 

「
秋
の
法
要
」 

9
月
22
日
(日)
秋
分
の
日
に
開
催
予 

定
。
新
規
の
納
骨
式
も
同
日
に
行
う 

 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆ 

 

【
香
川
高
齢
協
の
組
織
状
況
】 

 

組
合
員
数 

２
６
８
６
名 

出
資
金
額 

１
７
７
０
１
千
円 

(

２
０
２
４
年
６
月
末
現
在) 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
突
撃
企
画
① 

今
号
、次
号
の『
健
康
の
ペ
ー
ジ
』
は
、

当
コ
ー
ナ
ー
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
し
、
先
進

的
か
つ
非
日
常
的
な
、
魅
力
あ
る
医
療

空
間
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

    

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

「
堅
苦
し
く
な
い
、
気
軽
に
訪
問
し
て

も
ら
え
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い

ま
す
」
と
い
う
豊
永
慎
二
院
長
。
中
に
入

っ
て
み
る
と
、
待
合
室
は
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ

ー
の
よ
う
な
素
敵
な
空
間
。
優
し
い
間
接

照
明
が
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 
 

『
丸
ク
リ
文
庫
』
と
呼
ば
れ
る
書
架
に

は
、
毎
月
入
れ
替
わ
る
約
５０
冊
の
新
刊
に

加
え
、
福
利
厚
生
で
職
員
に
自
分
の
好
き

な
本
を
毎
月
購
入
し
て
も
ら
い
、
読
み
終

わ
っ
た
も
の
も
並
び
ま
す
。
「
常
時
300
冊

程
度
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
本
の
話
題
で
、

患
者
様
と
私
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
」
。 

           

『
地
域
の
寄
合
初
』
を
標
榜
す
る
丸
亀

町
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
こ
の
場
所
は
も
と
も
と

紀
伊
國
屋
書
店
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
何
か
の
縁
で
、
書
籍
を
購
入
し
た
り
、

借
り
る
こ
と
も
で
き
る
そ
う
で
す
よ
。 

さ
て
、
そ
ん
な
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
誕
生

し
た
の
は
２
０
１
９
年
。
循
環
器
内
科
を

専
門
と
す
る
豊
永
院
長
が
選
ん
だ
の
は
、

再
開
発
の
象
徴
と
も
い
え
る
、
三
町
ド
ー

ム
に
面
す
る
最
高
の
場
所
で
し
た
。 

 

       

 

「
疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療
・
予
防
を

三
本
柱
と
し
、
患
者
さ
ん
の
健
康
管
理
を

行
い
ま
す
」
と
い
う
方
向
性
は
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
理
念(

抜
粋)

に
も
謳
わ
れ
て
お
り
、

こ
こ
一
箇
所
で
す
べ
て
完
結
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
腐
心
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
般
外
来
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
提
供
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
街

の
中
心
部
に
あ
る
こ
と
は
心
強
い
限
り
。 

先
進
的
な
医
療
機
器
の
導
入
は
も
ち

ろ
ん
、
専
門
性
の
高
い
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
に
溢
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
、
来
ら
れ

る
方
の
心
も
体
も
元
気
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。(

以
下
次
号) 

ひ
だ
ま
り
新
聞 

編
集
長 

原 

伸
介 
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悲
運
の
友 

私
の
ふ
る
さ
と
に
、
ひ
と
昔
前
ま
で
自
殺

の
名
所
と
呼
ば
れ
た
山
陽
本
線
の
ト
ン
ネ
ル

が
あ
っ
た
。
重
い
黒
煙
を
吐
き
な
が
ら
町
を

見
下
ろ
す
よ
う
に
走
っ
た
蒸
気
機
関
車
が
、

山
裾
の
雑
木
林
に
囲
ま
れ
た
県
境
の
峠
に
差

し
掛
か
る
と
、
煙
だ
け
を
残
し
て
暗
い
ト
ン

ネ
ル
に
消
え
て
行
っ
た
。 

そ
の
光
景
が
珍
し
か
っ
た
の
か
、
小
津
安

二
郎
の
映
画
「
早
春
」
の
ロ
ケ
で
、
当
時
の

情
景
を
映
し
出
し
て
い
る
。
四
方
を
山
に
囲

ま
れ
た
小
さ
な
町
だ
っ
た
が
、
歴
史
も
古
く
、

南
北
朝
時
代
に
島
流
し
さ
れ
る
後
醍
醐
天
皇

の
奪
還
を
図
っ
て
児
島
高
徳
が
密
か
に
待
ち

構
え
た
と
い
う
場
所
や
、
秀
吉
が
西
国
攻
め

で
駆
け
抜
け
た
と
い
う
山
陽
道
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
。
近
代
産
業
に
お
い
て
は
耐
火

煉
瓦
製
造
日
本
一
に
も
な
っ
て
名
を
馳
せ
た

が
、
山
か
ら
の
原
料
が
掘
り
尽
く
さ
れ
る
と

町
は
次
第
に
寂
れ
て
い
っ
た
。 

私
が
中
学
生
だ
っ
た
昭
和
二
十
九
年
頃
は
、

大
き
な
煙
突
が
二
十
本
近
く
も
林
立
し
て
い

て
、
も
く
も
く
と
吐
き
出
さ
れ
た
煙
が
い
つ

も
空
を
薄
暗
く
覆(

お
お)

っ
て
い
た
。 

日
本
は
ま
だ
敗
戦
の
色
が
濃
く
残
っ
て
い

て
、
み
ん
な
不
況
の
波
に
あ
え
い
で
い
た
。

人
生
に
希
望
を
無
く
し
た
世
捨
て
人
が
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
現
れ
て
は
ト
ン
ネ
ル
口
で
機

関
車
に
飛
び
込
ん
だ
。
私
も
一
度
、
事
故
現

場
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

日
の
夕
食
は
箸
に
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。 

卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
あ
る
日
、
同
じ

ク
ラ
ス
の
Ａ
君
が
大
き
な
悲
し
み
を
胸
に
そ

こ
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
口
数
が

少
な
く
学
年
で
も
一
、
二
を
争
う
成
績
優
秀

な
友
だ
っ
た
。
当
時
、
町
の
子
ど
も
た
ち
の

多
く
は
中
学
を
卒
業
す
る
と
レ
ン
ガ
工
場
で

働
く
か
、「
金
の
卵
」
と
も
て
は
や
さ
れ
て
都

会
に
出
て
行
く
の
が
常
だ
っ
た
が
、
Ａ
君
に

関
し
て
は
中
学
で
終
わ
ら
せ
る
に
は
忍
び
な

い
と
、
担
任
の
先
生
が
両
親
の
説
得
に
何
度

も
家
を
訪
ね
て
い
た
。
た
が
、
農
家
の
一
人

息
子
だ
っ
た
彼
は
大
事
な
働
き
手
だ
っ
た
の

で
、
両
親
は
先
生
の
言
葉
に
全
く
耳
を
貸
そ

う
と
は
し
な
か
っ
た
。 

思
案
に
暮
れ
た
先
生
が
最
後
に
出
し
た
提

案
は
、
海
員
学
校
へ
の
進
学
だ
っ
た
。
船
員

養
成
を
目
的
に
し
た
海
員
学
校
は
全
国
に

次
々
と
設
立
さ
れ
て
い
て
、
地
方
か
ら
そ
こ

を
目
指
す
貧
し
い
家
の
子
が
結
構
多
か
っ
た
。

国
立
学
校
な
の
で
学
費
も
食
事
も
要
ら
な
い

ば
か
り
か
、
努
力
次
第
で
将
来
は
船
長
に
も

な
れ
た
。
し
か
し
、
農
家
に
と
っ
て
は
、
学

費
の
問
題
は
解
決
し
て
も
貴
重
な
働
き
手
を

失
う
痛
手
は
大
き
く
、
そ
の
問
題
が
彼
の
前

に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
父

親
は
と
う
と
う
最
後
ま
で
先
生
の
提
案
に
首

を
縦
に
振
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
か
、

出
来
な
か
っ
た
の
だ
。 

我
が
子
が
進
学
に
強
い
希
望
を
抱
い
て
い

た
こ
と
は
十
分
わ
か
っ
て
い
た
と
思
う
が
、

ま
さ
か
生
死
に
関
わ
る
ほ
ど
の
深
刻
さ
を
秘

め
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
完
全
に
夢
を
断
ち
切
ら
れ
た
Ａ
君
が
出

し
た
結
論
は
「
自
殺
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
雑
木
林
を
か
き
分
け
、

あ
の
妖
気
漂
う
ト
ン
ネ
ル
ま
で
行
っ
た
の
だ

ろ
う
。
と
て
も
私
に
は
出
来
る
こ
と
で
は
な

い
。
そ
の
後
、
彼
の
家
庭
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。
た
だ
、
先
生
の
勧
め
た
海
員
学
校
へ
の

進
学
の
道
は
、
そ
の
二
年
後
に
同
じ
村
の
農

家
の
子
が
歩
ん
だ
と
風
の
便
り
に
聞
い
た
。

先
生
は
一
人
の
子
を
失
い
、
一
人
の
子
を
救

っ
た
の
だ
。 

 
 

わ
れ
は
海
の
子 

 

我
は
海
の
子
し
ら
な
み
の 

さ
わ
ぐ
い
そ
べ
の
松
原
に 

煙
た
な
び
く
と
ま
や
こ
そ 

我
が
懐
か
し
き
住
家(

す
み
か)

な
れ 

 

生
ま
れ
て
潮
に
浴(

ゆ
あ
み)

し
て 

波
を
子
守
の
歌
と
聞
き 

千
里
寄
せ
く
る
海
の
気(

け)

を 

吸
い
て
童(

わ
ら
べ)

と
な
り
に
け
り 

 

高
く
鼻
つ
く
磯
の
香(

か)

に 

普
段(

ふ
だ
ん)

の
花
の
香
り
あ
り 

な
ぎ
さ
の
松
に
吹
く
風
を 

い
み
じ
き
楽(

が
く)

と
我
は
聞
く 

 

文
と
切
り
絵 

萩
原
幹
生 
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2024 年 9～10 月 行事案内 

ひだまり倶楽部「秋の法要」 

■日 時 9 月 22日（日）秋分の日 10時～ 

■場 所 圓通寺(高松市西ハゼ町) 

■内 容 9 時 30分～周辺の清掃・草抜き 10時～法要(野田住職) 

 

お問い合わせは、高齢協本部 ☎087-899-6311 まで。 

       ご一緒に楽しみませんか？ 

 

♠高松教室（高齢協本部）      ♠西讃地域センター 

♠ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347                ♣琴平・ダンス十八番（１3 時～17 時）        

・毎週土曜日と月 1 回は水曜日                      ☎日野 090-3188-1672 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(13 時 30 分～16 時 30 分)    ♣歌声「さつき」(13 時 30 分～15 時 15 分) 

   ・毎週日曜日 木太コミュニティセンター             ・月 2 回(10/10・24、11/13・28、12/12・26) 

☎小西 090-1003-8568                             宇多津町保健センター(町役場東隣)4 階 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297                     ☎奥山 090-2825-8849 

♠ボウリング同好会☎木村 090-4501-3423       

♠ダンスを楽しむ会                         

・毎週金曜日（13 時～15 時） 木太コミュニティセンター 

☎木村 090-4501-3423 

♠麻雀を楽しむ会☎河井 090-2787-9963 

・毎週月・木曜日（11 時 30 分～15 時） 

♠詰田川自然農園☎新名 090-1001-1571 

♠グルメと散策を楽しむ会☎二宮 090-4974-8457 

♠さぬき満月会☎岡野 090-5273-1931 

                  

■ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 

 

▼6 頁は新企画「ひだまりの Wa!!」です。『Wa!!』には“発見”“感動”の感嘆と、心の“和”み、そして、組合員同

士の“輪”を紡いでいきたいという思いを込めています。ステキな趣味や、特技をお持ちの組合員さんがいら

っしゃいましたら、ぜひ本部・ひだまり新聞編集室に情報をお寄せください!!過去の栄光でも OK です。「ひだ

まりの Wa!!」をみんなで共有しませんか?▼その新企画の第一号に選ばれた三好さんは、私の元上司です。

「取材させてください!」とお願いしていたら、なんとご自分で原稿を書いて持ってきてくれました。夢と目標

をもって計画を立て、純粋に人生を楽しんでいる姿に、現役時代とはまた違う頼もしさだけでなく、ちょっぴ

り羨望の念も感じました▼統計的に雨が降る確率がきわめて低いとされる 7月の最終週に狙いをつけ、今年

で 20 回目を迎えた「さぬき満月まつり」。今年も屋島山上は快晴でした。とはいえ平地より 2～3℃低いため

か、屋島寺にはまだアジサイが綺麗に咲いており、季節が少し戻ったような不思議な感覚もありました。青梅

会長がライフワークとして産み育ててきた「さぬき満月まつり」。今年で第一線から退くことを表明されまし

たが、“屋島の活性化”“青少年の健全育成”という願いは脈々と次世代にも受け継がれることでしょう。(SH) 


